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一
、
そ
も
〳
〵
都
下
の
古
本
屋
に
二
種
あ
り
な
ぞ
と
事
々
し
く
説
明
す
る
ま

で
も
な
し
。
其
の
店
先
に
立
て
ば
一
目
直
に
瞭
然
た
り
。
一
は
活
字
本
当
世

新
刊
和
洋
の
書
籍
雑
著
を
主
と
し
て
和
本
唐
本
を
置
か
ず
、
他
は
和
本
唐
本

を
主
と
な
し
活
版
本
は
僅
に
古
書
の
翻
刻
物
を
売
買
す
。

一
、
後
者
は
東
京
書
林
組
合
と
云
ふ
も
の
を
設
け
行
事
世
話
人
を
選
び
春
秋

折
々
両
国
美
術
倶
楽
部
に
て
古
書
珍
本
現
金
即
売
展
覧
会
を
開
く
事
已
に
年

あ
り
。
本
年
よ
り
何
故
に
や
両
国
は
や
め
に
し
て
会
場
を
神
田
明
神
開
花
楼

に
移
し
た
り
。

一
、
即
売
展
覧
会
は
皆
正
札
附
き
に
て
店
売
り
よ
り
は
一
割
方
高
し
。
然
し

一
目
に
幾
万
巻
の
古
書
を
眺
め
渡
し
て
同
じ
本
に
て
も
板
の
よ
き
も
の
悪
し
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き
も
の
い
ろ
〳
〵
と
見
較
べ
る
便
利
あ
り
て
買
手
に
は
甚
重
宝
な
り
。
東
京

書
林
組
合
は
又
毎
月
二
日
と
十
日
に
神
田
御
成
街
道
の
貸
席
青
柳
の
二
階
に

市
を
開
き
御
と
く
い
の
お
客
様
先
生
方
の
御
閲
覧
を
請
ふ
。
然
し
こ
ゝ
は
正

札
付
き
に
は
あ
ら
ず
セ
リ
売
な
れ
ば
初
心
の
人
に
は
適
せ
ず
。

一
、
東
京
中
大
抵
の
和
本
屋
は
書
林
組
合
に
入
り
居
れ
ど
中
に
は
一
二
軒
入

ら
ぬ
も
あ
り
。
書
林
組
合
に
入
り
て
即
売
展
覧
会
に
出
品
す
れ
ば
正
札
つ
き

に
て
法
外
の
利
益
を
得
る
事
か
た
し
。
芝
日
陰
町
の
村
幸
は
書
林
組
合
に
入

ら
ず
。

一
、
同
じ
古
本
屋
に
て
も
唐
本
和
本
漢
籍
雑
書
詩
歌
俳
諧
各
其
の
向
々
あ
り
。

唐
本
漢
籍
詩
集
の
類
は
神
田
猿
楽
町
の
村
口
、
日
本
橋
通
壱
丁
目
の
嵩
山
堂
、

麹
町
三
丁
目
の
磯
部
、
下
谷
池
の
端
の
琳
琅
閣
、
本
郷
の
文
求
堂
な
ぞ
専
門
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な
り
。
村
口
と
文
求
堂
は
新
し
き
店
に
て
近
頃
大
分
大
き
く
致
し
た
り
。
磯

部
と
琳
琅
閣
は
小
石
川
伝
通
院
前
の
青
山
堂
と
並
び
て
人
の
知
り
た
る
老
舗

な
り
。
（
青
山
堂
は
今
は
な
し
。
）

一
、
俳
書
浄
瑠
璃
本
黄
表
紙
洒
落
本
な
ぞ
に
明
き
は
下
谷
御
徒
町
の
吉
田
な

る
べ
し
。
主
人
咄
し
ず
き
に
て
客
を
そ
ら
さ
ず
、
鑑
識
な
か
〳
〵
高
し
。
東

五
軒
町
の
文
林
堂
も
人
の
知
る
処
こ
ゝ
に
は
扇
面
短
冊
の
面
白
き
も
の
多
く

蓄
へ
た
り
。
こ
の
店
の
品
他
に
比
し
て
価
い
つ
も
高
か
ら
ず
勉
強
と
云
ふ
べ

し
。
主
人
能
筆
の
聞
え
高
く
蜀
山
人
の
筆
致
殆
ど
其
の
真
偽
を
弁
ぜ
ざ
る
程

な
り
と
い
ふ
。

一
、
文
林
堂
の
筋
向
に
竹
田
と
い
ふ
店
あ
り
主
人
気
軽
に
て
親
切
な
れ
ば
一

寸
見
当
ら
ぬ
品
物
な
ぞ
注
文
す
る
に
は
誠
に
よ
し
。
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一
、
古
書
と
云
へ
ば
何
に
限
ら
ず
品
物
一
渡
り
揃
へ
持
ち
た
る
は
、
何
と
云

つ
て
も
浅
草
広
小
路
の
浅
倉
な
り
。
次
は
神
田
小
川
町
の
松
山
堂
な
る
べ
し
。

浅
倉
の
主
人
は
見
た
処
よ
り
有
徳
の
大
商
人
ら
し
く
物
云
ひ
年
輩
共
に
信
用

す
る
に
足
る
。
和
漢
書
籍
の
事
に
つ
き
て
質
問
す
れ
ば
な
ま
な
か
の
学
者
の

言
ふ
事
よ
り
も
間
違
な
く
若
輩
の
我
等
学
ぶ
処
多
し
。
但
し
浅
倉
の
本
は
他

の
店
よ
り
二
割
方
高
し
。
高
い
だ
け
に
品
物
は
た
し
か
な
り
と
云
ふ
咄
な
り
。

一
、
近
来
古
書
の
珍
し
き
も
の
大
抵
好
事
家
の
手
に
入
り
て
出
で
ず
。
古
本

屋
は
品
物
払
底
に
て
た
ま
〳
〵
少
し
め
づ
ら
し
き
も
の
を
得
れ
ば
驚
く
ば
か

り
の
値
段
を
つ
け
る
。
然
し
そ
れ
に
て
も
忽
ち
売
れ
て
し
ま
ふ
故
相
場
は
日

に
日
に
上
る
ば
か
り
な
り
。

一
、
維
新
前
の
和
本
の
み
な
ら
ず
近
頃
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
の
活
版
本
翻
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刻
本
も
追
々
高
く
な
り
出
し
た
り
。
丸
善
出
版
の
近
松
浄
瑠
璃
西
鶴
浮
世
草

紙
の
類
又
は
温
知
叢
書
百
万
塔
の
如
き
叢
書
類
、
雑
誌
に
て
は
江
戸
会
誌
、

旧
幕
府
、
歌
舞
伎
新
報
、
風
俗
画
報
（
初
号
当
時
の
も
の
）
春
陽
堂
の
美
術

世
界
な
ぞ
立
派
に
古
書
珍
本
の
中
に
数
へ
ら
る
ゝ
な
り
。

一
、
芝
公
園
裏
赤
羽
根
橋
手
前
に
仏
書
経
典
の
み
売
る
古
本
屋
あ
り
。
芝
日

陰
町
に
も
あ
り
。
共
に
名
を
忘
れ
た
れ
ど
時
折
に
は
仏
書
の
外
に
珍
し
き
も

の
も
あ
る
由
聞
き
ぬ
。

一
、
神
田
淡
路
町
の
好
古
堂
今
は
浮
世
絵
専
門
な
れ
ど
元
は
書
舗
な
り
し
故

今
に
品
物
な
か
〳
〵
あ
り
。
主
人
書
画
絵
本
の
鑑
定
に
は
明
け
れ
ど
俳
書
雑

著
の
類
は
眼
中
に
置
か
ず
と
見
え
折
々
格
外
の
安
値
に
お
客
を
喜
ば
す
事
あ

り
と
云
ふ
。

7



一
、
古
本
屋
も
場
所
に
よ
り
て
自
ら
品
物
を
異
に
す
。
和
本
唐
本
の
類
は
下

谷
本
郷
辺
に
多
く
神
田
に
は
村
口
山
本
二
軒
の
み
に
し
て
他
は
電
車
通
の
両

側
御
覧
の
通
り
西
洋
本
又
当
世
の
新
版
書
類
ば
か
り
な
り
。
本
郷
通
に
は
和

洋
相
交
り
た
り
。
赤
門
近
き
処
に
洋
書
の
珍
し
き
も
の
持
ち
た
る
店
一
軒
あ

り
大
学
教
授
の
家
な
ぞ
よ
り
引
出
し
来
る
も
の
な
ら
ん
か
。
先
日
或
人
の
は

な
し
に
耶
蘇
の
伝
記
に
も
ぢ
り
た
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
春
本
及
旧
約
聖
書
の
体

裁
に
な
ぞ
ら
へ
し
此
れ
も
仏
蘭
西
語
の
春
本
あ
り
し
由
。

一
、
牛
込
神
楽
坂
上
の
さ
る
古
本
屋
に
は
伊
仏
の
新
刊
書
時
々
あ
り
ダ
ン
ヌ

ン
チ
オ
が
散
文
集
（
伊
語
）
ア
ダ
ネ
グ
リ
女
史
の
詩
集
「
母
の
心
」
（
同
じ

く
伊
語
）
な
ぞ
有
り
し
を
見
た
り
。

一
、
西
洋
出
版
の
美
術
雑
誌
名
画
集
の
類
は
購
ふ
人
多
き
に
や
神
田
本
郷
始
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め
い
づ
こ
の
古
本
屋
に
も
沢
山
あ
り
。

一
、
江
戸
時
代
の
読
本
は
馬
琴
の
八
犬
伝
弓
張
月
を
は
じ
め
と
し
て
今
も
猶

得
る
に
難
か
ら
ず
。
然
る
に
紅
葉
露
伴
等
の
小
説
は
僅
二
十
余
年
程
前
の
出

版
な
る
に
早
く
も
湮
滅
し
て
尋
ね
ん
や
う
な
し
。
一
体
近
頃
の
出
版
物
は
凡

て
出
版
の
当
時
に
の
み
限
り
て
数
年
を
経
れ
ば
忽
ち
散
逸
し
て
古
本
屋
の
手

に
も
残
ら
ぬ
な
り
。
何
処
へ
行
き
て
し
ま
ふ
も
の
な
る
や
。
或
人
の
は
な
し

に
よ
れ
ば
当
今
の
出
版
物
は
古
本
に
し
て
も
売
買
す
る
ほ
ど
の
値
段
に
な
ら

ぬ
故
紙
屑
に
な
し
原
の
製
紙
原
料
に
し
て
し
ま
ふ
な
り
と
。
或
は
然
ら
ん
。

一
、
余
先
頃
少
し
入
用
の
事
あ
り
て
文
学
及
娯
楽
の
雑
誌
の
各
第
一
号
だ
け

を
蒐
集
せ
ん
と
欲
し
出
入
の
古
本
屋
に
も
注
文
し
自
身
に
も
尋
ね
歩
き
し
が

明
治
十
年
前
後
の
魯
文
珍
報
、
団
々
珍
聞
、
花
月
新
誌
、
自
惚
草
紙
、
新
小
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説
な
ど
は
容
易
に
購
ひ
得
た
り
し
が
そ
れ
よ
り
以
後
に
及
び
て
博
文
館
創
業

当
初
の
日
本
之
少
年
未
だ
に
見
当
ら
ず
。
鏡
花
宙
外
等
の
発
行
せ
し
新
著
月

刊
、
透
谷
孤
蝶
等
の
文
学
界
も
遂
に
手
に
入
ら
ず
。
上
野
の
図
書
館
に
は
定

め
て
保
存
さ
れ
て
あ
る
事
な
ら
ん
と
は
思
へ
ど
不
便
に
て
且
つ
不
愉
快
な
れ

ば
猶
行
か
ず
。

一
、
書
林
組
合
の
古
書
展
覧
会
に
て
毎
度
記
者
の
お
目
に
か
ゝ
る
方
々
は
徳

富
蘇
峯
先
生
幸
田
成
友
先
生
水
谷
不
倒
先
生
松
の
屋
文
庫
の
御
主
人
達
な
り
。

岡
鬼
太
郎
先
生
は
い
つ
も
浄
瑠
璃
本
を
集
め
給
へ
り
。
市
川
左
団
次
丈
も
名

代
の
古
書
通
に
て
展
覧
会
に
て
は
随
一
の
お
客
様
な
り
と
い
ふ
。
芸
人
衆
に

て
は
六
郷
新
左
衛
門
杵
屋
勝
四
郎
の
二
人
演
劇
音
曲
に
関
す
る
古
書
已
に
珍

し
き
も
の
多
く
蔵
せ
る
由
聞
き
ぬ
。
銀
座
天
金
の
旦
那
池
田
氏
も
古
書
珍
本
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の
蒐
集
を
第
一
の
娯
し
み
に
せ
ら
る
ゝ
方
な
り
と
い
ふ
。

一
、
右
思
ひ
つ
き
た
る
事
を
筆
に
ま
か
せ
記
せ
し
に
過
ぎ
ず
遣
漏
誤
聞
も
と

よ
り
多
か
る
べ
し
、
大
方
諸
彦
の
御
示
教
を
ま
つ
も
の
な
り
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
日
本
の
名
随
筆
　
別
巻12

　
古
書
」
作
品
社

　
　
　1992
（
平
成4

）
年2

月25

日
第1

刷
発
行

　
　
　1998

（
平
成10

）
年5

月30

日
第7

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
荷
風
全
集
　
第
二
六
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1965

（
昭
和40
）
年1
月
発
行

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：noriko saito

2009

年12

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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